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講習会「一貫構造計算プログラムの特性比較」質疑回答集　　　　　開催日（主催）：2014年2月19日（JSCA東京）、2014年2月27日（JSCA関西）

この資料は、講習会パネルディスカッションで取り上げほしい質問を事前に募集し、それに対してプログラム・メーカーが回答したものです。（無断転載禁止）

No. 質問 NTTファシリティーズ総研 構造システム 構造ソフト ユニオンシステム アークデータ研究所

1-1
逆せん断力の妥当性の判定方法をご
教授頂きたい（特にDs算定時等で崩
壊形の適切さの判断）

逆せん断力がある場合、メッセージを
出力します。
妥当性は設計者判断でご検討をお願
いします。

建物の形状により、上下階の剛性バ
ランスや偏心の影響で逆せん断力が
発生する場合があります。BUS-5では
計算された応力状態通りに評価した
判定を行っています。

逆せん断が発生した場合、そのまま
足していますので結果として保有水平
耐力から差し引かれる形になります。
下階の壁抜け等で層崩壊する場合に
起こるときがあります。

層間変位より回転角が大きい場合に
逆せん断が発生することがあります。
また、部分崩壊の未崩壊層で生じや
すい傾向にあるかと思われます。プロ
グラムでは部材種別は、逆せん断の
応力で求めています。Ds算定時の部
材の耐力は負値として集計します。妥
当性の判断には全体の変形状態を確
認する必要があります。

柱の上下の水平変位差がプラスで
も、節点の回転角が大きければ逆せ
ん断になる場合があります。妥当性の
判断には周辺部材の剛性等を確認す
る必要があります。なお、逆せん断が
ある場合はメッセージを出力します。

1-2
各社のマニュアルを一般公開できま
せんか。

知的財産権の問題があり一般公開は
しておりません。

一般公開はしておりませんが、ご購入
を検討される場合は弊社営業にご相
談ください。

知的財産権の問題があり一般公開は
しておりません。

一般公開はしておりません。
お問い合わせ下されば、個別に対応
させて頂きます。

知的財産権の問題があり一般公開は
しておりません。

2

鉄骨造のルート３で、崩壊系を判定す
る際に、「パネル崩壊型」と判定される
ケースがあると思いますが、その際
に、増分解析でこれを反映できるプロ
グラムがあるのか、無い場合はどう対
応するのかについて知りたいです。
（現状は、梁崩壊でもパネル崩壊でも
梁ヒンジで増分解析をしてしまうことが
多いように思います。パネルヒンジを
考慮した増分解析はそんなに難しい
のでしょうか？）

モデル化条件でパネルを考慮した場
合、パネルのせん断変形およびパネ
ル降伏を考慮した増分解析を行いま
す。
パネル崩壊を考慮した部材ランクの
規定がないため、部材種別の判定に
は考慮しておりません。

パネルゾーンの剛性のみでなく、S造
では耐力も考慮した増分解析が行え
ます。
パネル崩壊を考慮した部材ランクの
規定がないため、部材種別の判定に
は考慮していません。

パネル降伏を考慮して弾塑性解析を
する機能はありません。
骨組構造の保有水平耐力は、部材端
の全塑性曲げ耐力に基づいて計算し
ますので、接合部パネルの早期の降
伏を避ける必要があります。
１次設計におけるパネルの検討を満
足する設計とすることをお勧めしま
す。
パネル崩壊をシミュレーションできる
機能拡張は検討します。
（パネル崩壊を許容する設計とする場
合は、柱、梁の材端モーメントの評価
を適切に行う必要があります）

パネル降伏を考慮して弾塑性解析を
する機能はありません。

パネル降伏を考慮して弾塑性解析を
する機能を開発中です。

3

日本の建築基準法において、地震力
はベースシア0.2と規定されており、有
効数字が１桁しかありません。
そんな中で非常に細かい計算を行う
一貫計算プログラムが多いと感じてい
ますが、作成者はどのように考えてお
られるのでしょうか？

有効数字をどのように考えるかは設
計者の判断によると思います。

有効数字をどのように考えるかは設
計者の判断によると思います。

有効数字をどのように考えるかは設
計者の判断によると思います。

有効数字をどのように考えるかは設
計者の判断によると思います。

有効数字をどのように考えるかは設
計者の判断によると思います。

4

各構造形式（ＲＣ、Ｓ、ラーメン、耐力
壁）別に、同一形状の建物でのモデル
化、入力出力の相違点について、長
所短所併せて、コメントしてほしい。（コ
ンシューマー、レポートがほしい）

特性比較（※）を参考にしてください。 特性比較（※）を参考にしてください。 特性比較（※）を参考にしてください。 特性比較（※）を参考にしてください。 特性比較（※）を参考にしてください。

5-1

多層に渡る柱及び梁を有するフレー
ムを持つ建物を解析する場合、以下
の点に疑問があります。
多スパンに渡る中間部分の節点に条
件を与えてなくても自動的に一本部材
としての剛性評価をしていますか？

直交梁やブレース等の影響で、部材
要素の中間に節点ができたとき、剛性
は中間節点で分割した要素毎に評価
します。

直交梁などのために、多層、多スパン
にわたる柱・梁の中間に節点ができた
場合も各節点間でそれぞれ剛性を評
価しています。スラブや壁によるはり
剛性増大率など自動計算が適切でな
い場合は直接入力できます。

多層に渡る柱は1本の柱としてモデル
化し、剛性評価をしています。

多層にわたる柱は層ごとにモデル化
しています。多スパンにわたる梁は中
間節点で他の部材が取り付かなけれ
ば節点を認識せず一本部材となりま
す。

多層に渡る柱、多スパンに渡る梁とも
部材中間に節点を設定すれば各層ご
と、各スパンごとにモデル化し、節点を
設定しなければ一本部材にモデル化
します。
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5-2
（上の続き）その中間節点に作用する
地震重量の振り分けはどうしています
か？

節点条件で、剛床解除してモデル化
することで、中間節点に地震力を作用
します。

中間節点の剛床解除した場合は負担
分の地震力が作用します。
指定により梁の弱軸剛性を考慮して、
地震力を再配分することもできます。

連続柱は中間に節点を設けていない
ため、一本の柱としてそれぞれの層に
振り分けます。

地震用重量を振り分けることは出来ま
せん。剛床解除の指定により、中間節
点に地震力を作用するか、否かを選
択します。

中間節点に地震力を作用させていま
す。

5-3
（上の続き）保有水平耐力を求める場
合、多層に渡る部材として計算されて
いますか？

多層に渡る部材のまたがる層の位置
に節点が無い場合は、その部材が負
担している水平力は、またがる全ての
階の保有水平耐力に考慮します。
また、多層に渡る部材が、またがる層
で区切って配置した場合、各層に所属
する部材をそれぞれ集計します。

それぞれの層に属する柱として集計し
ます。

多層に渡る柱は1本の柱としてモデル
化していますが、集計では各層ごとに
組み入れて集計します。

振り分けていません。多層に渡る柱
も、途中層に節点を持ち、階ごとに分
割された柱が負担する水平力を各階
に集計します。

各層ごとにモデル化した場合、一本部
材にモデル化した場合ともそれぞれ
の層に集計します。

5-4
（上の続き）多層に渡る部材の耐力
は、各階にどのように振り分けられま
すか？

多層に渡る部材のまたがる層の位置
に節点が無い場合は、またがる全て
の階の柱・大梁群の種別等の集計に
考慮します。
また、多層に渡る部材が、またがる層
で区切って配置した場合、各層に所属
する部材の耐力で部材種別を集計し
ます。

それぞれの層に属する柱を別々に計
算し、各階に集計します。

多層に渡る柱は1本の柱としてモデル
化していますが、集計では各層ごとに
組み入れて集計します。

振り分けていません。多層に渡る柱
も、途中層に節点を持ち、階ごとに分
割された柱が負担する水平力を各階
に集計します。

各層ごとにモデル化した場合、一本部
材にモデル化した場合ともそれぞれ
の層に集計します。

6-1

同じ建物を計算した場合、躯体数量に
違いがあるか、またどういった違いが
でるか、について（シンプルな形状の
建物の場合と、かなり複雑な形状の
ばあいと、違ったケースについても）

JSCA本部のWGで検討中ですが、設
計者の手計算によるばらつきとプログ
ラムによるばらつきには大きな差はあ
りませんでした。

JSCA本部のWGで検討中ですが、設
計者の手計算によるばらつきとプログ
ラムによるばらつきに大きな差はあり
ませんでした。

JSCA本部のWGで検討中ですが、設
計者の手計算によるばらつきとプログ
ラムによるばらつきには大きな差はあ
りませんでした。

JSCA本部のWGで検討中ですが、設
計者の手計算によるばらつきとプログ
ラムによるばらつきには大きな差はあ
りませんでした。

JSCA本部のWGで検討中ですが、設
計者の手計算によるばらつきとプログ
ラムによるばらつきには大きな差はあ
りませんでした。

6-2
確認申請、適判での対応の違いにつ
いて（審査日数の差異、質疑項目の
違いなど）

データを持ち合わせていません。 データを持ち合わせていません。 データを持ち合わせていません。 データを持ち合わせていません。 データを持ち合わせていません。

6-3
構造計算書の印刷ページ数の違いに
ついて

比較したデータがありません。

比較したデータがありません。計算結
果の確認に十分な出力内容としてい
ますが、出力指定により出力量調整
できます。

比較したデータがありません。 比較したデータがありません。 比較したデータがありません。

6-4
出力される構造計算書が、見やすい
体裁であるかの違いについて

見やすさを比較したデータがありませ
ん。

見やすさを比較したデータがありませ
んが、できるだけ図や表をを利用した
出力としています。

見やすさを比較したデータがありませ
ん。

見やすさを比較したデータがありませ
ん。

見やすさを比較したデータがありませ
ん。

7
大臣認定プログラムの動向はどうなっ
ているか？

大臣認定は取得しています。

評価部会におけるプログラムの審査と
検証データの確認はほぼ終了しまし
た。現在、評価書の作成と確認の段
階です。

日本建築センターでの審査部会およ
び最終確認の委員会は終了してお
り、大臣認定の取得に向けて最終局
面にあります。

5年を経過して評価部会は継続中で
す。
現場の構造設計者様から認定取得に
関するご要望をほぼいただいていな
いことなどから現在のところはあまり
積極的には動いておりません。

建築センターでの性能評価部会の終
了後、不具合の洗い出しについての
問題により２年近く停滞しておりました
が、性能評価を完了させ大臣認定申
請を行うための国土交通省建築指導
課への相談の段階まできています。

8

同じモデル（ＲＣ、Ｓそれぞれ）で一貫
計算を行った場合の、保有水平耐力、
ＲＣ接合部の検定（終局時）、解析時
間、エラー内容についての比較が知り
たいです。

保有水平耐力、RC接合部検定の比
較については、特性比較（※）を参照
してください。
計算時間、エラー内容についての比
較はデータがありません。

保有水平耐力、RC接合部検定の比
較については、特性比較（※）を参照
してください。
計算時間、エラー内容についての比
較はデータがありません。

保有水平耐力、RC接合部検定の比
較については、特性比較（※）を参照
してください。
計算時間、エラー内容についての比
較はデータがありません。

特性比較（※）を参考にしてください。

保有水平耐力、RC接合部検定の比
較については、特性比較（※）を参照
してください。
計算時間、エラー内容についての比
較はデータがありません。
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9

現在、一社のみのソフトを使っていま
すが、他社ソフトとの違い（入力、自動
計算、出力等）知りたいと思い申請し
ます。

特性比較（※）を参考にしてください。 特性比較（※）を参考にしてください。 特性比較（※）を参考にしてください。 特性比較（※）を参考にしてください。 特性比較（※）を参考にしてください。

10-1
S柱とRC梁の剛域のモデル化方法に
ついて

S造モデルの場合、剛域は自動計算し
ておりません。剛域寸法を直接入力し
た場合は考慮します。

S造モデルの場合、剛域は自動計算し
ていませんが、剛域を直接入力した場
合は考慮します。また、Ｓ造では接合
部パネルのせん断剛性を考慮した計
算を行うことも可能です。

S柱は剛域がないものとしてモデル化
します。
RC梁における剛域は柱フェースまでと
しています。

RC梁による剛域がS柱に認識されま
す。

Ｓ柱の剛域はＲＣ梁のフェイスまでとし
ています。

10-2
（上の続き）CFT柱のモデル化方法に
ついて

RC柱の場合と同様に剛域をモデル化
します。

RC柱の場合と同様に剛域をモデル化
します。

RC柱の場合と同様に剛域をモデル化
します。

RC梁による剛域がS柱に認識されま
す。

ＣＦＴ柱は扱っていません。

11-1
保有耐力計算時の柱脚検討用応力
は保有耐力時応力ｏｒＤｓ算定時応力

曲げはMpc×α。
せん断力と軸力は保有耐力時。

露出柱脚の保有耐力接合の確認は、
Ｄｓ算定時の応力を使用しています。

Ds算定時応力です。靭性確保の観点
からDs算定時の応力で確認を行うも
のだと考えています。

Dｓ算定時です。 Ds算定時応力を用いています。

11-2
弾塑性解析時の各部材の剛性評価
方法

RC柱・梁
・曲げ剛性はひび割れを考慮したトリ
リニア
・せん断剛性はバイリニア
・軸剛性は圧縮側バイリニア、引張側
トリリニア
RC耐力壁
・曲げ剛性はバイリニア
・せん断剛性はひび割れを考慮したト
リリニア
・軸剛性は圧縮側バイリニア、引張側
トリリニア
S柱・梁・ブレース
・曲げ、軸、せん断剛性はバイリニア

RC柱・梁
・曲げ、軸剛性は、トリリニア
・せん断剛性は、バイリニア
RC耐力壁
・曲げ剛性は、MNモデルはバイリニ
ア、MSモデルはトリリニア
・軸剛性は、MS・MNモデルともにトリリ
ニア
・せん断剛性は、MS・MNモデルともに
トリリニア
S柱・梁・ブレース
・曲げ、軸、せん断剛性ともにバイリニ
ア

RC柱・梁
・曲げ・軸剛性はひび割れを考慮した
トリリニア(梁の軸はリニア)
・せん断剛性はバイリニア
RC耐力壁
・曲げ・せん断・軸剛性はひび割れを
考慮したトリリニア
S柱・梁・ブレース
・曲げ、軸、せん断剛性はバイリニア

RC柱
・曲げ・軸引張・せん断剛性はひび割
れを考慮したトリリニア（βyは直接入
力）
・軸圧縮剛性はバイリニア
RC梁
・曲げ・せん断剛性はひび割れを考慮
したトリリニア（βyは直接入力）
・軸剛性は弾性
RC耐力壁
・曲げ・軸・せん断剛性はひび割れを
考慮したトリリニア
S柱・梁・ブレース
・曲げ、軸、せん断剛性はバイリニア

RC柱・梁
・曲げ、せん断剛性剛性はひび割れを
考慮したトリリニア
・軸剛性は圧縮はバイリニア、引張は
トリリニア（梁は弾性）
RC耐力壁
・曲げ剛性はバイリニアまたはひび割
れを考慮したトリリニア
・せん断剛性はひび割れを考慮したト
リリニア
・軸剛性は圧縮はバイリニア、引張は
トリリニア
S柱・梁・ブレース
・曲げ、軸、せん断剛性はバイリニア
（梁は弾性）

11-3 横連層壁のせん断降伏の考え方
中間に柱がある耐震壁は１つの壁が
せん断降伏した時点で耐震壁のせん
断降伏とします。

増分解析では、連スパン壁はスパン
毎にモデル化し、1つの壁がせん断降
伏した時点で、連スパン壁全体をせん
断降伏と判断します。保証設計も連ス
パンとして判定を行います。

耐震壁が横方向に連なった場合につ
いて特別な考え方を導入していませ
ん。（１スパンごとに評価しています）

スパン毎のQが、そのスパンのQsuに
達した時点をせん断破壊とし、保有水
平耐力用の増分解析を止めることが
できます。

荷重増分解析では各スパンごとにせ
ん断降伏を判定します。部材種別は
壁全体のせん断力とせん断耐力で判
定します。壁の脆性破壊と判定するの
は横連層壁全体がせん断降伏した時
点とします。
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12

適判対象からルート２外れる方向であ
ると聞いております。
ＲＣ造ルート２－３に関してですが、プ
ログラムの適用範囲内であるソフトと
適用外であるソフトがあります。理由
を教えてください。

非認定利用で、計算は可能です。
ルート２－３は、大臣認定利用では適
用範囲外です。

ルート２－３は大臣認定適用範囲外と
されています。
ただし、ルート２－３が指定された場合
は、2007年版技術基準に準じた断面
算定を行いますが、崩壊メカニズムの
確認は行っていないため、設計者によ
る追加検討が必要です。

ルート２－３による計算は可能です
が、別途、全体崩壊形の確認と、柱と
耐震壁がせん断破壊しない確認を行
う必要があります。
ルート２－３は終局時を想定した判定
が求められますが、１次設計では終局
時の状態は正確には把握できないの
で、ルート２－３で検討するよりはルー
ト３にしてしまう傾向にあると思いま
す。
大臣認定ではルート２－３は適用範囲
外と定められていることや、保有水平
耐力計算機能の有無でプログラムを
分けて販売しているメーカーが多いの
で、適用範囲が異なっていると思われ
ます。

以下の内容に対応していませんの
で、適用範囲外と解釈して下さい。
・両端梁ヒンジによる柱付加軸力を考
慮していません。
・耐力壁の全体崩壊メカニズム時の応
力を算定していません。

ルート２－３は適用範囲内としていま
すが、耐力壁を有する建物では別途
全体崩壊メカニズムを形成することを
確認する必要があります。

13

ＲＣ造建物の保有水平耐力算定時
に、部材の耐力をひび割れを考慮した
非線形モデルとして解析した場合、プ
ログラムによる建物の変形量が著しく
違う場合があると思われる。
　各社のプログラムの、変形に対する
考え方を教えて欲しい。
（同一断面として、各プログラムを比較
した場合、変形角１／１００で保有水
平耐力を決めようとすると、耐力が２０
～３０％違う場合がある）

特性比較（※）を参考にしてください。 特性比較（※）を参考にしてください。

建物や計算条件が不明な中で一概に
語ることができませんが、個々の条件
おける違いは特性比較（※）を参考に
してください。

特性比較（※）を参考にしてください。 特性比較（※）を参考にしてください。

14-1
大臣認定プログラムに対する各社の
対応状況

No.7参照 No.7参照 No.7参照 No.7参照 No.7参照

14-2
確認機関、適判機関からの指摘によ
るユーザーから各社への頻度の多い
質問について

警告メッセージ、注意メッセージに関
する質疑。

弊社ＨＰ上のオンラインサポートセン
ターで逐次公開しています。

付着に関する質問が多くよせられま
す。弊社ホームページにも掲載してい
ますので、参考にしてください。

プライベートセミナーなどで各事務所
に適した講習会を行い、誤用防止や
品質向上に努めています。　デフォル
ト値の考え方や注意点の啓蒙もおこ
なっています。

斜面の剛床仮定の扱いに対する質疑

15

同一人物が同じ建物を別のプログラ
ムで計算した場合のばらつき検討事
例があればそのオーダーを知りたく、
また審査側はそれを知って、審査知
見にどう活かしたいと思うか・・・そんな
観点についてご意見を賜ることが可能
であればよろしくお願いします。

ばらつきについては、特性比較（※）を
参考にしてください。

ばらつきについては、特性比較（※）を
参考にしてください。
プログラムのクセを知るという点でば
らつきを知っておくことは審査の参考
になると思います。

ばらつきについては、No.6-1に示した
ように条件を同じにすると出ません。
つきつめると、構造設計者による人の
バラツキの要素の方が大きいように思
います。

特性比較（※）を参考にしてください。

ばらつきについては、特性比較（※）を
参考にしてください。
審査をする上で参考にすると思います
が、ばらつきを考慮して余裕を持たせ
るようにという指導はしないと思いま
す。

16-1
層全体で剛床解除ができない理由
は？

モデル化条件で、全体剛床の条件下
では、一部の層全体で剛床を解除す
る事はできません。剛床仮定が前提
になるため、層に属す剛床節点が１つ
も無い場合はエラーになります。この
場合は、部分的に剛床解除は可能で
す。
また、モデル化条件が全体非剛床の
条件下では、各層が全て剛床を解除
したモデル化になります。

基本的に偏心率や剛性率、保有の荷
重変位図は主剛床（剛床解除してい
ない節点）で計算するため、剛床解除
する場合でも層の中に主剛床として最
低１つの節点を残す必要があります。

層全体で剛床解除可能です。ただし、
保有水平耐力計算のみにおいては、
解析を終了する判断に用いる層間変
形角を求める節点を特定するために、
１節点だけ解除しないで残すことにし
ています。これで層全体で剛床解除さ
れています。

弾性解析では層全体で剛床解除可能
です。
弾塑性解析ではQ-δ値算定のため
層全体の剛床解除はできません。

層全体で剛床解除可能です。
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16-2
保有水平耐力計算時に、外力に角度
をつけた時の方向成分のとり方につ
いて

外力に角度をつけた場合、負担する
応力の出力は、部材の主軸方向にベ
クトル分解して出力します。

地震力に角度をつけた場合に、保有
水平耐力の集計は、角度のついた加
力方向に対して集計します。ただし、Ｄ
ｓ値を計算するための部材の種別の
判定、部材群ランクの計算は、加力方
向の基準軸方向（Ｘ、Ｙ軸）について計
算します。

保有水平耐力計算時に、外力に角度
をつけることはできます。
立体解析なので特別なことは行ってい
ません。
外力に角度をつけた状態で応力解析
し、各部材の主軸方向成分の応力を
各フレームごと出力します。
降伏やひび割れ判定も部材の主軸方
向に関して行ない出力します。
保有水平耐力(Qu)の集計は、負担せ
ん断力を加力方向成分に換算したも
ので集計します。

立体解析なので、外力に角度をつけ
た場合もそのまま考慮できます。保有
水平耐力は、外力の方向に計算しま
す。Dｓ算定時において、直交フレーム
を考慮するかどうかを指定できます。
各部材と外力の角度の差は考慮して
いません。

部材ランクの判定では、柱主軸方向ご
とに算定し、柱に取りつく梁は加力方
向±４５°内を対象に算定していま
す。
保有耐力の集計では、指定方向のせ
ん断力を計算しています。

16-3
3方スリット付梁の剛性評価（壁開口
のとり扱い）について

梁の剛性は壁の半分を剛性として評
価します。

３方スリット付梁は、梁下に一番近い
開口までを垂れ壁高さと考え、柱際の
スリット幅を考慮した剛性増大率の計
算式により剛性評価します。

JSCAのスリット指針に対応した計算
ができます。
JSCAのスリット指針を指定しない場
合、三方スリットのタレ壁の大梁への
剛性の影響は以下の通りです。
・タレ壁に開口がない場合：タレ壁の
高さは壁の内法高さとします。
・タレ壁に開口がある場合：タレ壁の
高さは大梁の下から開口上までの距
離とします。

柱・梁と完全に縁が切れている完全ス
リットを扱います。
無開口の場合は内法高さの垂壁、開
口がある場合は開口までの垂壁を考
慮します。
スリット指針への対応は、鉛直時・地
震時などの有効長さなど、直接入力に
よります。

無開口の場合は反対側のスリットまで
の垂れ壁、開口がある場合は開口ま
での垂れ壁がついている梁として剛性
計算します。

17

確認申請時に義務づけられている部
材耐力の検定値一覧について、適判
での審査経験から、規模が大きい建
物になると文字が小さく見づらいので
各部材種別ごとの最大検定値を頭に
上位５位くらいまで出力してもらえると
設計上も審査上も便利になります。各
ソフトメーカーが共通して対応してくれ
ると審査もスムーズになると思いま
す。

画面上では、検定値が0.95以上など
制御して確認できる機能を設けており
ます。紙面出力については、今後の検
討とさせて頂きます。

今後の参考に致します。

フレーム形式で断面計算結果の検定
比を出力する形式は、告示で定めら
れているので変更することは困難です
が、付加価値として見やすい出力の
案があるということでしたら、要望とし
てお知らせいただければと思います。
各メーカーでの共通化というお話は、
大臣認定である程度は実現する可能
性があると思います。

ご要望として、承ります。 今後の参考に致します.

18
日本特有の構造解析に関する話題が
あればお願いします。（剛域やオフ
セット等）

特に無いです。 知見がありません。 知見がありません。 知見がありません。 知見がありません。

19

耐震壁の曲げ剛性低下率は（１）式か
それとも（２）式か、もし（２）式ならどの
ような式を使用しているかを説明して
ほしい。
（１）式：αｙ＝（ｗＭｙ・Ｃｍ）／（ｃＥ・Ｉｗ・
εｙ）
（技術基準解説書（黄色本）P.636）
（２）式：その他の式

曲げはバイリニアとして扱い、降伏後
剛性低下率のデフォルトは1.0E-04と
しています。

ＭＳモデルでは軸ばねのひび割れや
降伏により、剛性低下は解析の過程
で考慮されます。また、せん断ひび割
れによる剛性低下は「ＲＣ終局強度資
料２２」に基ついて考慮しています。
ＭＮモデルではせん断剛性低下率で
考慮しています。

耐震壁の曲げ耐力はe関数法（技術
基準解説書に記載されている精算法）
で求めます。
この際に求める降伏時のモーメントと
曲率から計算します。

壁板は黄色本によります。付帯柱は
軸剛性低下率を考慮します。

耐震壁は付帯柱と壁板は別々にモデ
ル化しており、壁板の曲げ耐力を技術
基準解説書にある式で算定する場合
は曲げひび割れは考慮していませ
ん。壁板の曲げ耐力をｅ関数法により
算定する場合はαy=Mu/cE・Ie・φuで
す。

20-1
吹抜がある場合など、非剛床の場合
のモデル化した場合の解析方法。

水平力の作用位置は、重心位置に作
用させますが、非剛床部分は各節点
に作用します。

非剛床の場合は、節点重量の比で水
平力を分配し作用させます。

剛床・非剛床に関わらず、節点に集ま
る地震時重量の比で水平力を分解し
て作用させています。

No.5参照
剛床・非剛床に関わらず、地震時節点
重量に等価震度を乗じて求めた水平
力を各節点に作用させています。
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20-2
ツインタワー等の複数のタワーのある
場合の解析可能なタワー数および解
析法。

多剛床機能は現在のところありませ
んが、全体非剛床でモデル化し、剛床
部分にはスラブ剛性や水平ブレース
で拘束するモデル化は可能です。

多剛床の設定により複数のタワーを
解析することは可能ですが、地震力等
は利用者が適切に設定する必要があ
ります。

ツインタワーの解析ができます。剛床
を2つ持つことにより独立な挙動を示
す部分が設定できます。
独立変位節点を指定することにより、
剛床とは無関係な床を部分的に設定
することができます。

多剛床として、最大３です。

タワーの認識はしていませんが剛床
はタワーごとに設定され、剛床の数に
制限はありません。
計算する地震力は建物全体での値に
なりますので、外力の直接指定が必
要になります。

20-3
鉄骨造柱脚許容応力度計算・保有耐
力計算（2007年版技術基準解説書
P.597～607）の対応状況

フロー①～⑤までを一次設計で、⑥以
降を二次設計で行います。
ただし、柱にヒンジを仮定するなどの
⑧⑪は適用外です。
既製品柱脚メーカーにデータをリンク
しています。
根巻柱脚、埋込柱脚は未対応です。

2007年版技術基準解説書のP.599に
記載されている計算フローに対応した
計算を行っています。また、露出柱脚
の破断防止の検討や、埋め込み柱脚
の側柱の補強筋の検討等も行ってい
ます。

露出柱脚は付図1.2-25のフロー図に
対応した計算を行っています。
①～⑤までを一次設計で行い、⑥以
降を二次設計で行います。
また、ベースプレートの破断防止の検
討なども行っています。
根巻柱脚、埋込柱脚の検討も行って
います。

対応しています。
根巻および埋込柱脚は一貫計算には
含まれず「別途計算機能」での検討と
なります。

露出柱脚、根巻柱脚、埋込柱脚に対
応しています。

20-4
日本建築学会RC規準2010年版の対
応状況

未対応です。

付着割裂破壊の検討については対応
済ですが、その他は、現在、対応を検
討中です。
開口周比に関しては告示と異なる部
分があるため、黄色本改訂版への記
載を待って、対応を検討する予定で
す。

付着に関しては１次設計も２次設計も
2010年規準に準拠した形になってい
ます。
現状では、2010年RC規準の建築基準
法上の扱いが完全には明確になって
いません。2010年RC規準のQ&A
（ホームページ）によると、国土交通省
で取り扱いについての考え方と留意
点をまとめ、建築行政情報センターの
ホームページにて公開する予定との
情報がありましたが、未だに公開され
ていません。今後こちらが公開される
か、あるいは新しい技術基準解説書
が発行され、扱いが明確になりました
ら、プログラムの対応を行う予定で
す。
一部の高強度せん断補強筋で2010年
のRC規準に則った計算で日本建築セ
ンターなどの評定を受けている製品が
ありますが、そういう製品については
おおよそ対応しています。

対応していません。対応すべき項目な
ど調査中です。

未対応です。

20-5
ピロティ形式の建築物に対する耐震
設計上の留意点（2007年版技術基準
解説書P.685～703）の対応状況

未対応です。
（但し、大臣認定要件のピロティ判定
は対応済み）

ピロティー階への対応は未対応です
が、保有水平耐力計算において軸力
比の出力は行っております。今後、プ
ログラム性能評価で示された検討を
追加する予定です。

柱軸力が引張耐力の0.75以下かつ圧
縮耐力の0.55以下であるかの検討を
行っています。

耐震壁、直下の柱に対しDs算定時の
軸耐力比をもとに、メッセージを出力
するようにしています。その他の項目
は未対応です。

未対応です。

20-6
2007年版解説書の改定に対する対応
状況

黄色本の改定については情報がない
ため未対応です。

黄色本の改定については情報がない
ため未対応です。

技術基準解説書の改定がされていな
いため、対応しようがありません。ま
た、改定に関する情報もありません。

黄色本の改定については情報がない
ため未対応です。

黄色本の改定については情報がない
ため未対応です。

20-7
非大臣認定プログラムの場合の現行
法令適合の検証はされているかにつ
いて

非認定利用の場合では、コンクリート
強度が低い場合なども検証をできるよ
うに、現行法令外の範囲においても解
析できるようにしておりますが、メッ
セージ出力するようにしております。
計算処理については、認定プログラム
と同様の処理を行っております。

現行法令に適合させていますが、第３
者による検証は受けていません。

現行法令に適合させていますが、第３
者による検証は受けていません。

現行法令に適合させていますが、第３
者による検証は受けていません。

現行法令に適合させていますが、第３
者による検証は受けていません。
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21

建物の重量算出の精度は構造計算
結果の精度に直接影響します。一貫
計算プログラムが異なる事による固定
荷重及び積載荷重算出結果の差がど
の程度あるかについて、建物全体重
量、階毎の重量、常時基礎支点反力
などの項目における結果を教えて頂
きたい。

No.6-1参照 No.6-1参照 No.6-1参照

JSCA本部のWGで検討中ですが、設
計者の手計算によるばらつきとプログ
ラムによるばらつきには大きな差はあ
りませんでした。

No.6-1参照

22

板状マンションの桁行方向架構で、片
側が、逆梁、反対側が順梁の場合の
モデル化について取り上げてほしい。
（バルコニー側が逆梁、廊下側が順梁
の場合）

剛域を直接入力して検討するなど、モ
デル化での検討が必要。

構造階高はフレーム毎ではなく、建物
全体で１つの設定になっているため、
適切な構造階高を設定する必要があ
ります。構造階高の位置から部材が
大きく離れない範囲で逆梁を配置す
れば剛域で考慮することができます。

“梁天端寸法の配置”を行うコマンドが
あり、これで調整していただくと逆梁に
対応するような剛域の設定となりま
す。
プログラムではスラブが下に付く状態
で耐力の計算を行っていませんので、
この辺りに留意していただければと思
います。

順梁を想定しています。逆梁の入力
はできません。また、構面内のスキッ
プなども扱えません。
プログラム内で扱えるモデルと実建物
の性状をよく考えて、モデル化が可能
か否か判断して下さい。

オフセットを考慮した解析が可能で
す。

23

偏心率計算用のフレームのＤ値は、
何故床面を並進させた状態のものを
用いないのですか。
　増分法であれだけのステップの解析
を行うくらいあれば並進時Ｄ値を求め
るくらいは時間的には僅かなことだと
思いますが。ねじりを考慮したＤ値で
は同じ形状のフレームが一方は正
値、もう一方は逆せん断が生じ負値と
なる場合すらあります。

①鉛直部材の剛性、②鉛直部材の剛
性【栗田式】、③建物の剛性マトリクス
から計算の３つから選択可能です。

プログラム性能評価の内規で、立体
解析結果から剛心位置を計算する方
法（理科大・栗田先生）が示され、それ
を組み込んでいます。
この他、技術基準解説書の方法を選
択することもできます。

プログラム性能評価の内規で、立体
解析結果から剛心位置を計算する方
法（理科大・栗田先生）が示され、それ
を組み込んでいます。

床の捩れを拘束する指定により、並進
モデルの応力解析が可能です。

プログラム性能評価の内規で、立体
解析結果から剛心位置を計算する方
法（理科大・栗田先生）が示され、それ
を組み込んでいます。

24

バグを修正版が出たときにその該当
項目が示されています。たとえばその
修正したプログラムで修正前のプログ
ラムで再計算した場合に計算値が変
わったりすることが考えられます。
当然、その責任は設計者が負うことに
なると思います。
計算値が変わることに対してそのよう
なことを配慮して設計するべきである
か方向性のヒントを示していただけれ
ば幸いです。

計算結果が変わることに配慮して、ど
れくらいの安全率をみるかは設計者
の判断によるかと思います。プログラ
ムメーカーとしては、不具合が無くなる
ように取り組んでいきたいと思いま
す。

一貫構造計算プログラムは構造設計
のための１つのツールであって、その
結果だけではなく、設計者の総合的判
断によって設計されるものと考えてい
ます。ソフトメーカとしては、できるだけ
不具合がなくなるよう、また、不具合
が発生した場合は速やかに修正する
よう取り組んでいきたいと思います。

プログラムは道具であり、耐震性能に
関しては構造設計者が全ての責任を
負っている訳ですから、法令ギリギリ
の設計は避けて可能な限り安全率を
高めておくことと考えます。

バグによるＶｅｒＵｐに関して、ご迷惑を
おかけすることも御座います。誠に申
し訳ございません。ＶｅｒＵｐは、最終的
にプログラムのクオリティーを上げる
ために不定期に行なっております。バ
グ修正は発覚した翌月を期限とし、出
来る限り直ぐ修正し情報提供頂いた
お客様に修正ファイルを送ります。一
般公開のタイミングは、開発担当の意
向を受け毎月の諮問委員会の了承を
得てＨＰにアップされます。

申請時などに設計に使用したソフトと
異なる別ソフトでの検算をお奨めしま
す。これによりソフト機能の理解が深
まり、何よりバグの影響を回避してい
ると自信を持つことができると思いま
す。メーカーとして不具合が無くなるよ
う努めるのは当然のこととして検算が
容易にできるよう他ソフトとのデータ連
携も積極的に行ってきました。
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25

各プログラムの特徴、例えば”他のプ
ログラムにないこのような事が出来
る”などを、パネリストに述べて欲し
い。

フレームの概念にとらわれず、任意形
状が入力できます。
モデル化した建物データは、オプショ
ンソフトと共有しており、静的解析用に
作成した建物データをそのまま立体動
的弾塑性解析に利用することが可能
です。

共通の建物データで上部架構、基礎
構造、耐震診断まで計算できるため、
入力手間を最小にし、データ間の不整
合も防ぐことができます。また、２次部
材計算や構造図作成、概算躯体数量
計算の各プログラムにデータリンクで
きます。さらに、弾塑性応答解析プロ
グラムＳＮＡＰにデータリンクし、応答
解析まで行うことができます。
基準軸の他に任意軸を設けることが
できます。保有水平耐力計算では、弾
塑性モデルとしてＭＳモデルやＭＮモ
デルを使用した立体解析ができ、多様
なモデル化が可能です。
BUS-5Ver1.1以降、はり、柱の中間位
置に節点を生成する機能を追加しまし
た。これにより、Ｋ形Ｖ形ブレースの形
状に忠実にモデル化できるだけでな
く、斜材の取り付け位置やベースプ
レート位置なども正確にモデル化でき
ます。
確認しやすく見やすい構造計算書の
出力に力を入れており、出力枚数の
削減もできるように改良しました。

・付着割裂破壊の検討についてはRC
規準による方法と、靭性指針による方
法を早い段階で組み込んでいます。
・機械式定着の検討に対応していま
す。
・多くの鋼種に対応しています。
・JFEシビルの座屈補剛ブレース、ＫＴ
ブレースを組み込んでいます。
・複数階に渡るブレースの配置に対応
しています。
・Ｓ造の柱について、片方向だけ座屈
長さの計算に関して複数階に渡る柱と
しての認識ができます。
・JSS規格のアンカーボルトが使用で
きます。（ABM、ABR）
・SCSS-H97の記号で継ぎ手の入力が
可能です。
・冷間マニュアルにおいて柱崩壊とな
る層がある場合に、柱の耐力を低減し
た再度の保有水平耐力計算を自動的
に実行して、この２回の結果を一度の
計算実行で出力します。
・「デフォルト一覧」という出力があり、
これは確認検査機関に評判が良いで
す。
・基礎梁に限り３段筋の入力が可能に
なっています。

即日返答を原則としたサポートセン
ター。また、プライベートセミナーなど
で各事務所に適した講習会を行い、
誤用防止や品質向上に努めていま
す。　デフォルト値の考え方や注意点
の啓蒙もおこなっています。　バグ０運
動を継続中。

基準グリッド軸の制約を解消するグ
リッドフリー軸による形状認識を行な
います。加えて中間層や斜面概念を
導入することにより大屋根、スキップフ
ロア、連続傾床など従来のグリッド一
貫では扱えなかった構造も無理なく計
算することができます。部材配置する
のに先立ち軸を指定するので節点指
定に勝る入力操作を実現しています。
Ｓ造、ＲＣ造、ＷＲＣ造、木造およびそ
れらの混構造が入力可能で主架構の
構造計算以外の各種ソフトでも入力
躯体をそのまま利用することができま
す。Ｑ＆Ａの充実、リモート操作画面
表示などで質を落とさない低額ユー
ザーサポートを実現しています。

26-1

荷重増分解析時、各ステップ毎のＭ、
ＱよりＱｓｕを求めて、破壊形式を正解
に求めることはプログラム上、不可能
ですか。

ステップごとのM,QからQsuを計算して
います。

立体解析ではステップ毎の計算は行
えませんが、指定により前回の解析
結果の応力を用いたＱｓｕで解析を行
う機能があります。これにより、正しい
Ｑｓｕに近似させることができます。
擬似立体解析では、各ステップで計算
する事が可能です。

現在改良中で次期バージョンで組み
込まれます

耐震壁については、M,Qの他、ステッ
プごとのM,QからQsuを計算していま
す。
柱・梁については、まだ対応できてい
ません。

ステップ毎の計算は行えませんが、Ｄ
ｓ算定時（せん断保証設計）の柱・梁・
耐震壁の耐力はＤｓ算定時のＭ、Ｑを
使用したＱｓｕを再計算しています。

26-2
柱、梁の内法高さを雑壁の取り付き方
によって適宜修正できるようにならな
いか？

一次設計用内法長さを直接指定する
ことができます。

方立て壁による梁の内法や柱に近接
する開口による内法が正しく自動計算
されない場合は、直接入力で指定す
ることができます。

剛域長を直接指定することが可能で
す。

現在は、適宜直接入力して頂いており
ます。

断面検定時のせん断設計用内法長さ
は修正可能ですが、保有水平耐力計
算時は修正できません。

27
ＢＩＭへの対応について、特にＢＩＭモ
デルからの入力データ作成に関して

AutodeskのRevit Structureと相互リン
クしています。

（一社）ＩＡＩ日本の「ＳＴ－Ｂｒｉｄｇｅ」によ
るデータ交換が可能です。
構造システムは、建築ピボット（DRA-
CAD）、ＦＭシステム（まいく郎）を含め
たグループ３社によりＢＩＭ連携を行え
る他、他社製品とのＢＩＭ連携も目指し
ています。（ＢＩＭ計画は弊社ＨＰを参
照してください）

BIMに関わる日本仕様のST-Bridgeに
まもなく対応します。また、建築現場で
使用する３Ｄソフトの販売やIAI日本構
造分科会に参加する等し、BIMへの対
応に積極的に取り組んでいます。

CSV形式のデータファイルを元に、関
連プログラムとの協力関係をおこなっ
ています。
オートデスクのRevitStrauctureで対応
できている。

REVIT(archtecture&structure),ST-
Bridge,CEDXMの入出力を行います。
意匠モデルを下絵(オブジェクト)として
取り込むことが可能で、下オブジェクト
の躯体データへの変換も行なえます。
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28-1

Ｓ造の柱梁耐力比算定時（※１）にお
ける、Ｓ梁の曲げ耐力評価について＜
１、２次設計共＞
※１：冷間成形角形鋼管使用時
（スカラップやウエブの扱い）

S造の柱梁耐力比算定には、断面性
能Zpは常にウェブを考慮しており、ス
カラップの欠損は考慮しません。

冷間成形角形鋼管の柱梁耐力比の
計算は、端部断面欠損や横補剛間隔
による低減を行わない全断面を有効
としたフル耐力を用いています。

冷間成形角形鋼管を使用した場合の
柱梁耐力比の算出については、判定
が安全側になるように、梁を全断面で
の耐力で計算します。
スカラップを考慮するスイッチや横座
屈耐力を考慮するスイッチなどがあり
ますが、これらのスイッチは柱梁耐力
比を計算する際には無視します。
※冷間成形の場合は“柱崩壊を避け
る”ように設計するので、梁を強くみて
おくと判定が柱崩壊の方にふれるの
で梁の耐力をフルでみます。

ルート２の耐力は、常にウェブを考慮
しますが、スカラップは指定によりま
す。
ルート３の耐力は、ウェブを考慮する・
しないの指定により異なります。指定
によりMcrを考慮します。スカラップは
常に無視します。

冷間成形角形鋼管の柱梁耐力比の
計算においては、Ｓ梁の曲げ耐力に
はウエブを考慮し、スカラップによる断
面欠損、横座屈による低減は考慮し
ません。

28-2
黄色本P.335③の、パネル耐力を考慮
した節点モーメントを考慮している
か？

No.2参照 No.2参照 No.2参照 No.2参照 No.2参照

28-3
2次設計における基礎の偏心応力の
扱いについて

支点条件で、杭の偏心距離を入力し
た場合、偏心距離に応じた付加応力
を考慮します。

初期応力として扱い、増分荷重として
は扱いません。

長期荷重による基礎の偏心モーメント
を増分解析時の初期応力に考慮する
機能があります。

初期応力として長期時に作用する特
殊荷重として直接指定が必要です。
荷重増分の対象にはなりません。

長期荷重による基礎の偏心モーメント
を増分解析時の初期応力に考慮し、
増分解析も基礎の偏心を考慮したモ
デルにより行ないます。

28-4
耐震壁のせん断耐力におけるM/Qd
の扱いについて

No.26-1参照 No.26-1参照 No.26-1参照 No.26-1参照 No.26-1参照

29-1
スリット指針（ＪＳＣＡ）への対応につい
て

未対応です。
スリット付壁の剛性増大率はスリット
指針式、事務所協会式、旧認定BUS
式の中から選択できます。

JSCAのスリット指針に対応した計算
ができます。

スリット指針への対応は、鉛直時・地
震時などの有効長さなど、直接入力に
よります。

未対応です。

29-2
Ｓ造で横補剛を満足している部材へ
のＭｃｒの適用と崩壊形（柱梁耐力比）
について

横補剛を満足しない梁の耐力低減を
行う事は可能です。
断面算定で横補剛の検討を行い、横
補剛の検討結果の検定値がNGに
なった部材を対象にしています。

増分解析に用いる端部曲げ耐力の計
算は、横補剛間隔横座屈による低減
係数を考慮したＭｃｒを使用していま
す。

塑性設計指針によるMcr（横座屈耐
力）を適用することが可能です。
横座屈のスイッチを入れて横座屈を
すると判断した場合は、耐力が横座屈
耐力となります。
横補剛の確認のスイッチを入れて、横
補剛を満足しない場合、部材ランクに
ついて以下の中から選択します。
・柱および梁群としての種別をＤとする
・柱および梁群としての種別をＤとする
（直交方向考慮）
・横補剛を満足しない部材をＦＤとする
・冷間成形角形鋼管が使用された際
の柱梁耐力比に使用する梁耐力は
Mcrに依存することなく全断面での耐
力で行います。

『Mcr考慮』と『FD扱い』は指定によりま
す。保有耐力横補剛の認識は、断面
算定にて梁ごとに認識しています。
柱梁耐力比は、その指定によります。
保有耐力横補剛を満足しない梁が
Mcrに達した時点で保有水平耐力用
の増分解析を止めることができます。

横補剛を満足している部材へはMcrは
適用しません。

29-3
特殊荷重の入力把握に対する配慮に
ついて

入力画面で確認するか、構造計算書4
章などで確認が可能です。

追加荷重一覧表と伏図・軸組図への
荷重番号の出力によって、入力状態
を把握することが可能です。

伏図と追加荷重一覧表で特殊荷重を
入力した位置と内容を把握することが
可能です。

構造計算書にて確認できます。

構造計算書において特殊荷重リスト
の一覧表と伏図への荷重名称の出力
によって、入力状態を把握することが
可能です。
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29-4
エコーデータの内容把握に対する配
慮について。

エコーデータを極力コンパクトにし、計
算書に出力するようにしております。

デフォルト値と、それと異なる入力値
のみを出力することで、エコーデータ
をコンパクトに出力しています。

「デフォルト一覧」という出力があり、
デフォルト値を用いているか否かが分
かる出力機能を用意しており、この出
力の中で、エコーデータに関しての知
識がなくてもおおよその概要が分かる
ようになっています。

弊社のエコーデータは、その出力形式
が特徴的で、内容把握が容易である
と思います。

エコーデータは構造計算書の出力か
ら入力データを再構成することのみを
目的に出力していますので内容につ
いては公開していません。

29-5
ディフォルト値の考え方（ソフトのディ
フォルト値を正しいと信じている設計
者がいる）について

デフォルト値は大臣認定要件に従って
設定してします。
デフォルト値の内容については、使用
者が確認の上ご利用ください。

基本的には、安全側の指定となるよう
にデフォルト値を決めていますが、建
物によっては危険側になる場合もあ
り、建物に応じて適切な入力をする必
要があります。

デフォルトの設定についてはプログラ
ムの以前のバージョンと互換を保つた
めに決めることが多くあります。プログ
ラムの各種設定スイッチのデフォルト
については、講習会などで留意してい
ただくよう説明しています。
この他に告示で明記されているもの
（荒川mean式等）についてや、RC規準
に説明がある鉛直荷重における断面
計算位置などのように、それ自体が理
由である場合もあります。
様々な指定を行なうスイッチに関し
て、個々の指定値が安全側であったと
しても、相互の関係で危険側になった
りすることも考えられるので、デフォル
ト値が絶対ということはなく、設計者の
方が総合的に考える必要があると思
います。
デフォルト値を変更するのは、製品名
が変更になるような大きなバージョン
アップの時に行うことが考えられま
す。

弊社では、プログラムは道具であると
いう重要事項説明書に承認印を頂い
て利用して頂いております。
それぞれに意味があり、全てをデフォ
ルト値のまま設計することは、できま
せん。また、その意味を理解説明でき
る人が、本来のプログラム利用対象
者と考えています。

プログラム性能評価の内規にあるも
のはこれに従っています。その他は基
本的には安全側となるようにデフォル
ト値を設定していますが、設計者がデ
フォルト値の意味を理解していること
が大前提です。

29-6
Ｗ／Ａの考え方と統一について
（層の地震時重量を層の床面積で除
した値）

デフォルトは各層のスラブ面積を使用
します。面積Aは、直接入力も可能で
す。

計算に用いる面積は、大梁に囲まれ
た範囲に床の配置があれば構造心で
の面積を自動計算して算出します。
注意点としては、大ばりで囲まれた床
組みの中の部分的吹抜けの控除や
片持ちスラブ分の面積の加算は行っ
ていません。このような場合は、面積
を直接入力する機能で修正すること
ができます。

床、床組が配置してある部分を面積に
カウントする対象としています。床組
の中にある床抜けについてはマイナ
スしていません。通りずれの入力値を
考慮します。

片持ち床の面積を含んでいます。
出力しているW/Aを算定するための床
面積は入力としています。
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